
著作権委員会

法改正に対する提言

３０名（女性１４名）で、1回／月 活動中！（宴会あり） 一緒に活動しませんか？？

コンテンツ・ネットワーク
ビジネス判例研究

● 電子書籍をめぐる出版者への権利付与についての法的問題検討
● 法制・基本問題小委員会等で検討中のクラウド関連問題への意見提言

● 画面デザインを保護対象に加える意匠法改正案に対し、意見書を提出
（意匠委員会、ソフトウェア委員会と連携して対応中）

● 日・米・欧・中各国判例研究
・箱根富士屋ホテル物語事件
・土地宝典事件
・「ひこにゃん」仮処分申立事件
・まねきＴＶ・ロクラクⅡ事件
・ＴＶブレイク事件 ・・・ 他

→ 判例集・社内で使える教育
コンテンツ作成中！！

● 著作権動向の把握
● 海外の著作権制度の調査・研究
● ＴＰＰ対応

その他

デジタル化、ネットワーク化、グローバル化時代における
著作権制度のあり方の調査・検討・提言活動をしています！

判例の意義実務に資する
ＰＯＩＮＴ

ビジュアル化●

●

●



「知財管理」
論文掲載

（2014年3月号）

電子書籍をめぐる出版者への権利付与についての法的問題検討

現状の問題点

出版者への権利付与に対する当委員会の意見

検討された４つの方策

1)著作隣接権
の創設

2)電子書籍に対応し
た出版権の整備
一体型案／別立て案

3)訴権の付与 4)契約による
対応

● 効果的な海賊版対策
● 電子書籍の流通と利用の円滑化

契約を前提とした
出版権の拡充を検討

● 著作隣接権の付与／特定の版面に対する出版権設定への反対
● 出版権の再構成の方向性を尊重
● 文化庁主導による合理的な制度設計を要望

これまでの経緯と今後の予定

2012.11 中川勉強会「著作隣接権に関する骨子案」
2013.2.19 経団連「電子出版権新設案」
2013.5.16 中山提言「現行出版権の拡大案」
2013.9 出版関連小委員会 中間まとめ
2013.9.27～ パブリックコメント募集
2013.12？ 最終まとめ

電子書籍市場が拡大する一方、インターネット上での海賊版被害の増加。
現行出版権制度（対象：紙の出版物）では、電子書籍に対応できず、出版権者が
権利行使することができない。

現在の検討状況

乞うご期待！
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